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第５節 その他の書き方 

１  本文以外の書き方  

( 1 )  とびら（表紙）  

一般に点字書のとびらには、書名・巻数・全巻数・著者および訳者名・

発行所名（製作館名）などが記載されている。  

文集や調べ学習のまとめなどの表紙も、点字の本の表紙を参考にして、

タイトルを線で囲んだり、全体に枠を付けたりするのもよい。  

 

( 2 )  目次  

 目次は、見出しの項目が少なくても１ページを使用する。１行目の７マ

ス目か９マス目から「目次」と書き、（その下の行は１行あけてもよい）

１行に１項目ずつ行を詰めて書く。  

該当ページ数は行末に記し、項目とページ数との間は、②の点  っ  や  

⑤の点  ・  などでつなぎ、点線の前後はそれぞれ一マスずつあける。

ページ数は、数符の位置を揃えて書くのが一般的である。  

（例）  

 空空空空空空空空もく濁し  

 空空数１６サイノ空ニッキ空っっっっっっっっっっっっっ□数１  

 空空い濁すの□お濁とりこ空っっっっっっっっっっっっっ□数５５  

ど  

( 3 )  ページ付け  

 両面書きのページは、用紙の表面最上行 (ページ行 )の右端近くに奇数

ページだけを付け、偶数ページは省略するのが一般的である。  

 前書きや序文などを本文と区別するには、下がり数字を使ったり、目次

には「モク１」、または「モクジ１」と書いたりする。  

２  略記法  

メモやノート・日記・表などで、少ないマス数でコンパクトに書き表す

必要がある場合は、下がり数字やハイフンを用いて、次のように略記する

ことができる。このとき、数字の中のハイフン（ー）は、コロンとして時

刻の略記にのみ用い、コロンの後で数符は用いない。  
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( 1 )  日時  

 1 0 時 4 0 分    ＃１０ー４０   数促）るろ  

 ８時 3 0 分から９時 2 0 分   数８ー３０「「数９ー２０  

              数（３０「」数を２０  

 1 1 月３日    ♯ああ数３   数促促う  

 2 0 2 3 年 1 2 月 1 5 日   ♯わ２３数促；１５（ ’ 2 3  1 2  1 5）   

 1 月 2 4 日 1 0 時 1 2 分   ♯１数２４□数１０ー１２   

   

( 2 )  章・節などの見出しやページ・行数、住所、電話番号など  

 第６章  第７節  第５項   数６数＝５  

 ４ページ８行目   、ｐ＃４□、ｌ数８   ＃四８  

８ページ３行目から 1 2 ページ６行目まで  

数（３「「数っ；６  

住所など（第１つなぎ符を間にはさんだ例）  

＃３＿＃１＿＃７（３丁目１番７号）  

電話番号（マスあけを省略してつめて書いた例）  

＃０３＃９９９９＃１２３４（ 0 3  9 9 9 9  1 2 3 4）  

第６節 試験問題と解答の書き方 

 試験は、限られた時間内で行われるものであり、特に分かりやすい形式

で作ることが要求される。ここでは、点字問題の作成上、必要と思われる

事柄について述べる。将来的にも、様々な形式の試験問題に慣れておくよ

うな配慮も必要である。（詳しくは、日本点字委員会『試験問題の点字表

記』を参照されたい。）  

１  試験問題の書き方  

( 1 )  試験の名称や教科・科目名は１行目の７マス目から書く。  

( 2 )  問題は大問ごとにページを改め、大問番号は５マス目から裸数字

（句点やカッコを用いない数字）を用いて書く。  

( 3 )  各大問は、通常、問題の指示文・問題文・設問・選択肢の順にする。  

( 4 )  問題の指示文は大問番号の次の行の３マス目から書く。  

( 5 )  問題文は、指示文の次を一行あけて、その次の行の３マス目から書
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